
１　経済動向に係る企業等の声（7-9月期）

地域の経済動向（令和6年7-9月期）
《オホーツク地域》

【建設業】 

・ 建設業界での人手不足は特に深刻。新築住宅の注文が減少するなか、そもそも人手不足により受注

が難しいという事業者もおり、経営不安に拍車をかけている。（商工会議所） 

 

【製造業】 

・ これまで、企業努力で製品価格を据え置いてきたが、チョコレートの原料であるカカオの価格が大

きく高騰したため 10 月に値上げすることを決定した。今後の売上への影響の見通しは立っておらず

不安。（食料品製造業） 

・ インバウンドの影響で国内向け取引は微増しているが、中国の禁輸政策が長期化した場合の懸念が

ぬぐえず、他国や国内の新たな流通経路が整うまで毎年取引先を探さなくてはならない不安がある。

（食料品製造業） 

 
【卸売・小売業】 

・ インバウンドの増加により土産物店への納品が増加し、売上が上向き傾向にある一方、国内客がメ

インとなる物産展は、地方百貨店での北海道フェアの開催が減少しており、コロナ禍前の水準には届

いておらず足踏み状態である。（食料品卸売業） 

・ 通年採用を行っており、過剰な過不足感はない。昨年度から応募者が微増しており、札幌のショー

ルームを見て、来年度以降の新規採用について問合せも頂いたところ。（食料品卸売業） 

・ 管内でも気温の高い年が多くなっており、エアコン需要の増加に合わせ、昨年度から売上増加に繋

がっている。暑くなることを見越して春頃からの設置依頼が増加しており、安定的な売上げとなって

いる。（電気用品販売業） 

・ 電化製品等の販売から設置工事まで実施しており、人手不足を感じているところだが、人件費等の

経費面を考えると採用に踏み切ることができない。（電気用品販売業） 

・ 電気工事に必要な機材や車輌の更新など、充分な設備投資が出来ていない。設備等の価格も上がっ

ており、安易に入れ替えができない状況。（電気用品販売業） 

・ 主にグッズ販売や知床のプロモーションなどの事業をメインに取り組んでいるが、道の駅に直営シ

ョップをオープンして売上げは好調。来店者の内訳としては、旅行客が約７割、地元客が約３割。（小

売業） 
 

【運輸業】 

・ タクシー会社が倒産し、運転手の雇用やタクシー台数の減少などの影響が生じた。（商工会議所） 

・ 運送関係の顧客から 2024 年問題の影響により価格転嫁に頭を悩ませているという話があった。融

資相談のほか、関係団体にも情報共有を行い対応を検討しているところ。（金融機関） 
 

【サービス業】 

・ 宿泊客は工事関係者が多く、工事の有無で宿泊客数が変動する。昨年度までは、遠軽ＩＣの整備や

公共施設の建設など、継続して工事案件が続いていたため恩恵を受けられたが、今年度は大きな工事

が完了したため宿泊客は減少傾向にある。（宿泊業） 

・ 宿泊する工事関連事業者の規定があるため、最低賃金が上がっても宿泊料が値上げしにくい状況。

そこに、観光振興を目的とした新税が導入されるとなった場合、観光目的ではない宿泊者からの徴収

は厳しいと感じている。工事関係者などへの周知も十分に実施してもらいたい。（宿泊業） 

・ コロナ禍以降、求人を出しても応募がなく慢性的な人手不足の状況が続いている。宿泊関係の業種

は人気が低迷している印象。（宿泊業） 

・ 最低賃金の上昇により人件費が増加する中、価格転嫁しにくく利益に繋がらない。（宿泊業） 

・ 道の駅は昨年度と比較して観光バスの駐車が増え観光客が戻ってきた印象だが、コロナ禍前と比較

すると完全に回復したとは言えない状況。営業を再開した宿泊施設や飲食店も多くあるため、観光客

の増加に期待を寄せている。（観光協会） 



（オホーツク） 

・ 業務に必要な資格取得に実務経験が必須となるため、即戦力となる経験者の募集に苦慮している。

今年度は未経験者を採用して、資格取得に向け育成しているところ。（技術サービス業） 

・ 今年度も採用はできたが、人手不足は解消できていない。重機の免許などの資格取得費用も会社で

支援している。（廃棄物処理業） 

・ 公共工事の減少に伴い骨材や生コンの需要が減り、昨年度の売上は過去最低を記録した。今年度は

若干の回復が見られるものの、年々右肩下がりとなっている。（採石業・砂利採取業） 

・ 従業員が高齢化する一方で、若手の採用が出来ていない。新たに採用した職員に資格を取得させる

など、人材育成に力を入れていたが退職してしまい、職場定着もままならない状況。現場と事務作業

を回すのに人手不足を実感している。（採石業・砂利採取業） 

・ 設備の老朽化が進んでおり、少しずつ更新はしているものの、価格高騰のため、設備投資に苦慮し

ている。（採石業・砂利採取業） 

・ インバウンド増加の影響により観光業は持ち直し傾向にある一方、宿泊施設は人手不足が顕著であ

り、これから訪れる合宿関連の団体客の受入について懸念している宿泊事業者が多い。また、物価高

や原材料高騰等の影響により飲食業から経営が厳しいという声が寄せられている。インバウンド増加

の恩恵を得られている事業者は一部に留まっており、地元客の回復が鈍い状況。（商工会議所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

２ 道内金融機関から見た地域景況感（7-9月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調 低調

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

当金庫業況調査の次期予想において、全業種
を通じて悪化すると回答した事業者が多く、DIも
△15.8とマイナスとなることから、次期の見通し
は「下降傾向」と判断した。

遠軽信用金庫

遠軽地方における景気動向調査について、各
業種の業況DIは卸売業・小売業及びサービス
業・不動産業で悪化したものの、製造業及び建
設業は改善する結果となった。全業種の業況DI
は△8.2と、前期調査(△18.2)からやや改善する
結果となり、総合的には前期調査時の「やや低
調」から「普通」と判断した。
生産動向・消費動向については、全業種の売上
DI及び収益DIは、前期調査時と比べて大幅な
変化がないことから、生産動向及び消費動向と
もに、前期調査時同様の「普通」と判断した。

次期の景気見通しについては、現在の景況感
に比べて、サービス業・不動産業で改善がみら
れるものの、その他の業種で売上DI及び収益DI
ともに悪化する見通しであることから、次期の景
気見通しは「下降傾向」と判断した。

網走信用金庫

当金庫における業況調査アンケートの結果、製
造業のDIが27.3とDIが上昇しているが、建設業
のDIが△3.8であり生産動向を「やや好調」と判
断した。消費動向について、卸売・小売業のDI
が若干下落し△2.8となったものの、サービス業
のDIが22.2と前期より改善しているため「やや好
調」と判断した。全業種においては、DIが7.8で
あり、前期より上昇しているが、業況を横ばいと
回答している事業者も多いことから「やや好調」
と判断した。

今期と比較した次期の見通しでは、売上DIは△
2、収益DIは△9となり、ともに悪化の見通しと
なっている。

北見信用金庫
(紋別地区)

基幹産業である水産関連について、主力のホタ
テ漁が最盛期を迎えたことから、生産動向は
「やや好調」と判断した。海外観光客も回復して
きているが、物価上昇により消費低迷感がある
ことから、消費動向は「普通」と判断した。原油
価格高騰や原材料価格の上昇といった厳しい
状況も続いていることから、総合的に「普通」と
判断した。

水産関連業者の繁忙期を迎えるに当たり、各魚
種の水揚状況に大きく左右される中、この時期
の主力である秋サケ漁については、最盛期に
比べ依然として低水準な予想であるが、建設・
土木・設備業も最盛期となることから、総合的に
「変わらない」と判断した。

北見信用金庫
(北見地区)

当金庫の景気動向調査による北見地区の景況
は、前年同期と比較したDIは、売上高が△18と
横ばい、収益も△21と横ばい。

R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

網走信用金庫

R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ

遠軽信用金庫

北見信用金庫
(北見地区)

北見信用金庫
(紋別地区)



（右軸：前年同月比（差）：％）

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R3-Ⅲ R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ

△ 25

R6-Ⅱ R6-Ⅲ

全業種 △ 33 △ 16 △ 13 △ 19 △ 12 △ 6 △ 14

R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ

△ 9 △ 22 △ 38 △ 45

△ 21 △ 7 △ 17 △ 25 △ 25

△ 27 △ 67 △ 36 △ 40 △ 38 △ 50

△ 50 △ 33

製造業 △ 30 8 △ 18 0 0 22 △ 38

△ 18 △ 27 11 0 △ 27 △ 17建設業 △ 30

△ 22 △ 14

運輸業 △ 73 △ 22 △ 16 △ 34 △ 18 10 △ 9

△ 23 △ 16 △ 29 △ 33 15 △ 38卸売・小売業 0 △ 46 △ 36 △ 20 △ 14

30 0 16

△ 44 0 △ 20 △ 40 △ 15 △ 16

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

0 0

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省
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